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福祉、年金医　療

り、院内でミニコンサートが開催されたり、ＮＰ
Ｏ法人音楽村による音楽療法が行われるようにな
りました。
以前、当院で入院されていた演奏家の方にお願

いしてジャズコンサートを開催していただいたこ
とがありました。普段のミニコンサートは30分位
の演奏時間なのですが、この時はなんと１時間も
演奏いただきました。最後の曲が終わると一瞬間
が空いた後、われんばかりの拍手が会場から巻き
起こりました。なかにはいつまでも『ありがとう、
ありがとう』と言っていただいた患者さんがおら
れました。その時は、病院の中でこのような時間
をもてて本当によかったなと思いました。
安らぎの空間、温もりのある空間が病院の中に

広がり、患者さんだけでなく病院を訪れたみなさ
んが少しでも健康で元気な時間を過ごしてもらえ
ることを願っています。」

飛蚊症とは、明るい所や白い壁、青空などを
見つめた時、目の前に虫や糸くずなど浮遊物が
飛んでいるように見える症状です。視線を動か
しても一緒に移動してくるように感じ、瞬きを

しても目をこすっても消えませんが、暗い所で
は気にならなくなります。
眼球内の硝子体（しょうしたい）というゼリ

ー状の物質の混濁が原因です。生理的なものと
して、元々硝子体混濁があるもの、50歳台以降
では硝子体が収縮して網膜からはがれる後部硝
子体剥離、つまり老化現象が多く、他に若年で
も近視が強いと起こります。慣れると気になら
ないようです。病的なものとしては、網膜裂
孔・網膜剥離・硝子体出血・ぶどう膜炎などが
あり、治療が必要です。
いずれにしても浮遊物が増えたり変化があれ

ば、眼科で眼底検査を受けて病的な原因がない
かチェックを受けることをお勧めします。

市立長浜病院
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「ひ ぶ ん し ょ う」

市立長浜病院の中を歩い
ていると、どこからともな
く音楽が聞こえてきます。
病室では、テレビから病院
紹介やモーツァルトの曲が
流れ、透析室・デイルー
ム・ＩＣＵなどでは毎週金
曜日に行われている音楽療
法士による演奏が聞こえて
きます。また、１階のロビ

ーではプロの演奏家や近隣大学の吹奏楽部による
コンサートも年に数回開催されています。
このように市立長浜病院では、音楽を積極的に

取り入れた「音楽のある病院」として、患者さん
や訪れたみなさんに少しでも安らいでいただくた
めの取り組みをされています。このような取り組
みを始められたきっかけなどを院長の琴浦先生に
伺いました。
「療養病棟の２階ホールに１台のグランドピア

ノがあります。これは療養病棟の開設時に職員組
合から寄贈されたものです。これがきっかけにな
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◆お問合せは、彦根社会保険事務所へ。
・受給について
年金給付課(70749-23-1116)
・納付や免除について
国民年金業務課(70749-23-1114)

医療費が10万円の場合の内訳は
＊医療機関での窓口負担(１割)：１万円
＊残りの９万円について高齢者の保険料(１割)：０．９万円、
支援金(４割)：３．６万円、公費(５割)：４．５万円
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公費(約５割)
(国：県：市町＝４：１：１)

高齢者の保険料
（約１割）

支援金(若年者の保険料)
(約４割)

75歳以上等
後期高齢加入者

74歳以下
各医療保険(国保・社保等)の加入者

音楽で安らぎと温もりを


